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1. 平成26年3月期の業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日） 

 

(2) 財政状態 

 

(3) キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 7,603 27.2 △2,258 ― △2,194 ―
25年3月期 5,976 58.4 △23 ― △126 ―

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利
益率

総資産経常利益率 経常収益経常利益
率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年3月期 △52.11 ― △14.6 △10.8 △29.7
25年3月期 △3.00 ― △0.8 △0.1 △0.4

（参考） 持分法投資損益 26年3月期 △122百万円 25年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 21,188 13,935 65.7 329.96
25年3月期 20,450 16,071 78.5 381.40

（参考） 自己資本 26年3月期 13,916百万円 25年3月期 16,051百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

26年3月期 1,976 △1,933 22 418
25年3月期 △35 △33 △5 353

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
27年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 平成27年 3月期の業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日） 
当社は、平成27年3月期の業績予想を開示しておりません。詳細は、添付資料16ページ「2.(4)業績予想」をご覧ください。 



※ 注記事項 
(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期 42,175,000 株 25年3月期 42,085,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期 ― 株 25年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数 26年3月期 42,122,874 株 25年3月期 42,073,737 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、本決算短信開示時点においては、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続き
は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束するものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
また、平成26年5月16日（金曜日）に機関投資家、アナリスト向けに決算説明会を開催する予定です。決算説明会における説明内容は、終了後、当社株主・
投資家情報ウェブサイト（ http://ir.lifenet-seimei.co.jp/ ）に掲載する予定です。 
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2014年 5月 15日 

各 位 

会 社 名  ライフネット生 命 保険 株 式会 社 

代表者名 代表取締役社長兼 COO 岩瀬 大輔 

 （証券コード：7157 東証マザーズ） 

ライフネット生命保険 2013年度決算短信 

経常収益は、前事業年度比 27.2%増加の 7,603百万円、 

保険業法第 113条繰延資産考慮前の経常損失は、前事業年度比 28.0%改善の 1,198百万円、 

営業キャッシュ・フローは、1,976百万円で、事業年度ベースで初めて黒字化 

ライフネット生命保険株式会社（URL：http://www.lifenet-seimei.co.jp/ 本社：東京都千代田区、代表取締

役社長兼 COO 岩瀬大輔）の 2013年度（2013年 4月 1日～2014年 3月 31日）における決算の概要を以

下のとおりお知らせします。 

 

1．2013年度決算の概要 

(1) 経営成績 

決算の要旨 

2013年度決算の要旨は、以下のとおりです。 

 経常収益は、前事業年度比 27.2%増加の 7,603百万円 

 保険業法第 113条繰延資産を考慮する前の経常損失は、前事業年度比 28.0%改善の 1,198百万円 

 営業キャッシュ・フローは、1,976百万円で、事業年度ベースで初めて黒字化 

 

経常収益 
保険業法第 113条繰延資産 

考慮前経常損失
*1

 
営業キャッシュ・フロー 

 
  

*1. 2012 年度の保険業法第 113 条繰延資産考慮前経常損失には、責任準備金算出方法の変更による影響額 501 百万円が含ま

れています。その影響を考慮しない場合、2012年度の保険業法第 113条繰延資産考慮前の経常損失は 2,165百万円となり、

当事業年度の改善率は 44.7%となります。  

（百万円）

7,603

5,976

3,773

2011 2012 2013

（年度）
2011 2012 2013

（年度）

△1,198

△2,184

△1,664

（百万円）

2011 2012 2013

（年度）

（百万円）

1,976

△799

△35

http://www.lifenet-seimei.co.jp/
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契約の状況 

2013年度第 4四半期の新契約件数は、前年同期比 57.1%の 9,256件となるとともに、当事業年度の新契

約件数は、前事業年度比 76.2%の 46,237件となりました。当事業年度は、2014年 2月 12日に保有契約件

数 20万件を達成するとともに、当事業年度末時点の保有契約件数は、前事業年度末比 119.9%の 202,963

件、保有契約の年換算保険料は、前事業年度末比 117.5%の 8,077百万円となりました。また、当事業年度

の解約失効率は、6.6%（前事業年度 6.4%）となりました。 

 

保有契約件数の推移（件） 

 

291 974 1,891
3,642 6,121 9,121 12,76016,516

21,221
26,095

32,547
38,881

45,626
53,081

59,474
66,606

73,721
79,839

84,786
90,40795,058

98,920101,982
104,604

168 444 821 1,474
2,319

3,625
5,202

6,846
8,921

11,371

15,059

18,850

23,246

28,335

32,570

37,305

42,288

46,403

49,420

52,942

56,099
58,653

60,343
61,7002,029

4,968

7,428

9,557
11,186

12,504

144

1,067

2,177

3,750

5,457

7,424

9,833

11,831

14,129

16,542

18,333

19,712

20,995

22,006

22,828

23,586
24,155

459 1,418 2,712 5,116
8,440

12,746
17,962

23,506

31,209

39,643

51,356

63,188

76,296

91,249

103,875

118,040

132,551

144,575

155,947

169,312

180,591

189,958

197,097
202,963

0

50,000

100,000

150,000

200,000

6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月

2008

年度

2009

年度

2010

年度

2011

年度

2012

年度

2013

年度

保有契約件数

働く人への保険 （就業不能保険）

じぶんへの保険プラス （定期療養保険）

じぶんへの保険 （終身医療保険）

かぞくへの保険 （定期死亡保険）
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（単位：百万円） 

新契約の状況（第 4四半期） 2013年度 2012年度 前年同期比 

申込件数 13,278件 23,831件 55.7% 

新契約件数 9,256件 16,200件 57.1% 

新契約金額（新契約高）*1
 64,138 110,365 58.1% 

年換算保険料 355 605 58.7% 

 
うち医療保障・生前給付保障等 182 308 59.2% 

（単位：百万円） 

新契約の状況（事業年度） 2013年度 2012年度 前事業年度比 

申込件数 63,544件 88,250件 72.0% 

新契約件数 46,237件 60,685件 76.2% 

新契約金額（新契約高）*1
 309,710 448,728 69.0% 

年換算保険料 1,707 2,409 70.9% 

 
うち医療保障・生前給付保障等 895 1,204 74.3% 

（単位：百万円） 

保有契約の状況 2013年度末 2012年度末  

保有契約件数 202,963件 169,312件  

 
内訳：「かぞくへの保険」（定期死亡保険） 104,604件 90,407件  

 
内訳：「じぶんへの保険」（終身医療保険） 61,700件 52,942件  

 
内訳：「じぶんへの保険プラス」（定期療養保険） 12,504件 4,968件  

 
内訳：「働く人への保険」（就業不能保険） 24,155件 20,995件  

保有契約金額（保有契約高）*1
 1,702,381 1,480,395  

年換算保険料 8,077 6,875  

 
うち医療保障・生前給付保障等 3,613 2,992  

保有契約者数 121,745人 103,816人  

 
 （単位：%）  

解約・失効の状況 2013年度 2012年度  

解約失効率*2 6.6 6.4  

*1.  契約金額は死亡保障額の合計であり、第三分野保険の保障額を含みません。 

*2. 解約失効率は、解約・失効の件数を月々の保有契約件数の平均で除した比率を年換算した数値です。
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収支の状況 

当事業年度の保険料等収入は、保有契約件数の増加に伴い、前事業年度比 127.4%の 7,537百万円と増

加しました。また、資産運用収益は、前事業年度比 111.2%の 57百万円となりました。その他経常収益は、7百

万円となりました。この結果、当事業年度の経常収益は前事業年度比 127.2%の 7,603百万円となりました。 

保険金等支払金は、保有契約件数の増加に加え、定期死亡保険「かぞくへの保険」の保険金の支払いが

増加したことなどにより、前事業年度比 207.9%の 1,196百万円と大幅に増加しました。保険金及び給付金支

払額の保険料に占める割合は、前事業年度の 8.9%から 15.0%に増加しました。責任準備金等繰入額は、前

事業年度比 191.6%の 3,072百万円となりました。なお、前事業年度に責任準備金の算出方法を変更したこ

とにより、前事業年度の責任準備金繰入額は従来の算出方法より501百万円減少しています。事業費は、広

告宣伝費をコントロールしたことなどにより、前事業年度比 83.0%の 4,131百万円となりました。事業費のうち、

広告宣伝費を中心とした営業費用は前事業年度比 70.6%の 1,948百万円、保険事務費用は前事業年度比

111.3%の 612百万円、システムその他費用は前事業年度比 94.3%の 1,570百万円となりました。新契約 1

件当たりの営業費用は、前事業年度の 45,513円から減少し、42,148円となりました。 

また、保険業法第 113条繰延資産償却費は、1,060百万円となりました。これは、2012年度までに計上し

た保険業法第 113条繰延資産を、開業 10年目である 2017年度まで均等償却することによるものです。なお、

2012年度は保険業法第 113条に基づき、事業費の一部である 2,701百万円を繰延べましたが、開業から 6

年目となる当年度以降は新たに繰延べを行うことができません。 

これらにより、当事業年度の経常費用は前事業年度比 164.4%の 9,861百万円となりました。 

以上の結果、当事業年度の経常損益は、事業費の繰延べができないことなどにより、前事業年度の 23百

万円の経常損失から、2,258百万円の経常損失となりました。なお、保険業法第 113条繰延資産の繰延額及

び償却費を考慮する前の経常損失は、前事業年度の 1,664百万円から縮小し、1,198百万円となりました。

当期純損失は、前事業年度の 126百万円から、2,194百万円となりました。 

また、生命保険会社の収益性を示す指標のひとつである基礎利益は 2,089百万円のマイナス（前事業年

度 244百万円）となりました。詳細は、10ページ「(4) 基礎利益」に記載しています。 

 
  （単位：百万円） 

収支の状況（事業年度） 2013年度 2012年度 前事業年度比 

経常収益 7,603 5,976 127.2% 

 
保険料等収入 7,537 5,915 127.4% 

 
資産運用収益 57 51 111.2% 

 
その他経常収益 7 9 82.0% 

経常費用 9,861 5,999 164.4% 

 
保険金等支払金 1,196 575 207.9% 

 
責任準備金等繰入額 3,072 1,603

*1
 191.6% 

 
うち危険準備金繰入額 169 268 63.2% 

 
資産運用費用 0 0 32.0% 

 
事業費 4,131 4,976 83.0% 

 
営業費用 1,948 2,761 70.6% 

 
保険事務費用 612 550 111.3% 

 
システムその他費用 1,570 1,664 94.3% 

 
その他経常費用 1,461 1,544 94.6% 

 
うち保険業法第113条繰延資産償却費 1,060 1,060 100.0% 

 
保険業法第 113条繰延額 ‐ △2,701 ‐ 

経常損失（△） △2,258 △23 ‐ 

当期純損失（△） △2,194 △126 ‐ 

基礎利益 △2,089 244 ‐ 

（参考） 
保険業法第113条繰延資産考慮前経常損失（△） 

△1,198 △1,664
*2

 ‐ 

*1. 責任準備金の算出方法の変更による501百万円を考慮しない場合は、2,105百万円となり、前事業年度比は145.9%となります。 

*2. 責任準備金の算出方法の変更による501百万円を考慮しない場合は、△2,165百万円となります。 
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保険金等の支払いの状況 

当第 4 四半期にお支払いした保険金等は、1,284 件、金額は 287 百万円となりました。内訳は、保険金 11

件、173百万円、給付金 1,273件、114百万円です。この結果、当事業年度にお支払いした保険金等は、4,622

件、1,124百万円となりました。内訳は、保険金 44件、701百万円、給付金 4,578件、423百万円です。 

当社は、「ライフネットの生命保険マニフェスト」（http://www.lifenet-seimei.co.jp/profile/manifesto/）にお

いて、生命保険会社の最も重要な社会的責務である保険金等の支払いを「正確に、遅滞なく」実行することを目

指すとともに、保険金等の支払いに必要な書類の会社到着から原則 5営業日以内に、指定口座に保険金等を

お支払いしています。事実の確認や請求書類の不備の補完に要した日数を除き、当事業年度において支払い

に要した平均営業日数は 3.51日となり、引き続き迅速な支払いの実現に努めています。 

また、申込みを検討しているお客さまの不安や疑問を解消するために、2014年 1月 27日からは「給付金

請求者のホンネ」として、実際に給付金を受け取ったご契約者さまの感想をウェブサイトで紹介しています。 

 

給付金請求者のホンネ (http://www.lifenet-seimei.co.jp/about/voice/interview/) 

（単位：百万円） 

保険金等の支払の状況（第 4 四半期） 2013年度 2012年度 前年同期比 

保険金及び給付金支払件数 1,284件 661件 194.3% 

 
保険金支払件数 11件 8件 137.5% 

 
給付金支払件数 1,273件 653件 194.9% 

保険金及び給付金支払額 287  198  145.0% 

 
保険金支払額 173  135  128.1% 

 
給付金支払額 114  63  181.1% 

 
  （単位：百万円） 

保険金等の支払の状況（事業年度） 2013年度 2012年度 前事業年度比 

保険金及び給付金支払件数 4,622件 2,356件 196.2% 

 
保険金支払件数 44件 18件 244.4% 

 
給付金支払件数 4,578件 2,338件 195.8% 

保険金及び給付金支払額 1,124  520  215.9% 

 
保険金支払額 701 286 245.1% 

 
給付金支払額 423  234 180.4% 

http://www.lifenet-seimei.co.jp/profile/manifesto/
http://www.lifenet-seimei.co.jp/about/voice/interview/
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お客さまの声の状況 

当第 4四半期にコンタクトセンターに寄せられた総相談件数は、14,188件、苦情件数は 243件となりまし

た。この結果、当事業年度の総相談件数は、63,624件、苦情件数は 1,154件となりました。 

当社は、「お客さまの声」を、保険商品・サービスをお客さまにとってより魅力あるものにしていくための貴重

な経営資源としてとらえ、全社的に収集・管理・分析の上、サービスの継続的改善とお客さま満足度の向上を

図るため、日々の事業運営に反映しています。また、当社のコンタクトセンターとウェブサイトは、2013年 11

月に、HDI-Japanが主催する 2013年度「HDI問合せ窓口格付け（生命保険業界）」において、2年連続で 3

つ星をダブル受賞しました。 

 

問合せ窓口（コンタクトセンター）     サポートポータル（ウェブサイト） 

   

 

（単位：件） 

お客さまの声の状況（第 4四半期） 2013年度 2012年度 前年同期比 

お客さまからの総相談件数 14,188 18,920 75.0% 

苦情件数 243 234 103.8% 

（単位：件） 

お客さまの声の状況（事業年度） 2013年度 2012年度 前事業年度比 

お客さまからの総相談件数 63,624 69,761 91.2% 

苦情件数 1,154  607 190.1% 

 

資産運用の状況 

当事業年度においても、関連会社及び資本業務提携目的の株式を除く運用資産の全てについて、国債を中

心とした高格付けの公社債などの円金利資産による運用を継続しました。このように、リスクを限定した方針に

基づき資産運用を行っているため、現状では当社の運用収益に対するマクロの運用環境の変化による影響は

限定的であると認識しています。また、外国債券への投資等の今後の資産運用の多様化に備えて、当事業年

度に金銭の信託を設定しました。なお、資本業務提携を目的として従来から保有している当社の保険募集代理

店である株式会社アドバンスクリエイトの株式に加え、2013年 9月から韓国の教保生命保険株式会社と合弁

で設立した教保ライフプラネット生命保険株式会社の株式を保有しています。 

以上の運用方針の下、当事業年度末の総資産は 21,188百万円（前事業年度末 20,450百万円）、このうち、預

貯金、金銭の信託に有価証券を加えた運用資産残高は 15,573百万円（前事業年度末 13,841百万円）となりまし

た。また、当事業年度における運用資産全体に対する利回りは 0.40%となるとともに、当事業年度末の有価証券

の修正デュレーションは、長期債への投資により、前事業年度末の約 2.20年から約 3.49年となりました。 



http://www.lifenet-seimei.co.jp/lifestage/
http://www.lifenet-seimei.co.jp/lifestage/




http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/4718.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/4753.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/4747.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/4804.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/4811.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/4845.html
http://ir.lifenet-seimei.co.jp/company/management.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/4876.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/5029.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/5047.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/5082.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/5110.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/5118.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2013/5150.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2014/5230.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2014/5229.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2014/5254.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2014/5276.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2014/5276.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2014/5308.html
http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/2014/5197.html














 

 
Copyright© LIFENET INSURANCE COMPANY All rights reserved. 

NEWS RELEASE 

(4) 業績予想 

当社は、2013年 5月 15日に開示した 2015年度（2016年 3月期）までの中期計画における経営目標とし

て、「2015年度における経常収益 150億円及び保険業法第 113条繰延資産償却費を考慮する前の経常損益

の黒字化」を掲げています。 

この一方で、2014年度の業績予想は、以下の理由により開示しません。 

・保有契約件数が未だに過小なことから、保険金等の支払いによる損益の変動リスクが大きいため 

・契約者保護を目的とする保険業法に基づくことにより、保守的なスタンスをとる生命保険会計において

は、特に新設会社で財務諸表等による実績と経済的な実態に差異が生じやすいため 

当社は、毎四半期における決算発表、業績速報等の実績値の開示の充実及び早期化、あるいは中長期

の経営方針等の開示内容の充実など、マニフェストに掲げている積極的な情報開示を推進することで、ス

テークホルダーの皆さまの当社に対する理解の促進に努めます。 

なお、開業から 6年目となった 2013年度以降は、保険業法第113条に規定する繰延資産を新たに追加計上

できないことに加え、2012年度までに計上した保険業法第 113条繰延資産を、開業 10年目である 2017年度

まで引き続き均等償却する予定です。2013年度以降の繰延資産償却額は、年間 1,060百万円です。 

 

保険業法第 113条繰延資産の損益計算書への影響額のイメージ図 

（事業費と保険業法第 113条繰延資産の関係性のみを抜粋） 

2012年度以前         2013年度以降 2017年度まで 

ライフネット生命について URL： http://www.lifenet-seimei.co.jp/ 

ライフネット生命保険は、相互扶助という生命保険の原点に戻り、「正直に経営し、わかりやすく、安くて便利な商品・

サービスの提供を追求する」という理念のもとに設立された、インターネットを主な販売チャネルとする新しいスタイルの生

命保険会社です。インターネットの活用により、高い価格競争力と 24時間いつでも申し込み可能な利便性を両立しました。

徹底した情報開示やメール・電話・対面での保険相談などを通じて、お客さまに「比較し、理解し、納得して」ご契約いただ

く透明性の高い生命保険の選び方を推奨し、「生命（いのち）のきずな＝ライフネット」を世の中に広げていきたいと考えて

おります。 

会社及び商品の詳細は http://www.lifenet-seimei.co.jp/ をご覧ください。 

株主・投資家向けの情報は http://ir.lifenet-seimei.co.jp/ をご覧ください。 

本件に関するお問い合わせ先 
03-5216-7900（広報：関谷／IR：近藤） 

 

事業費

113条
繰延資産
計上

繰延資産
償却額

損益計算書への
影響額 事業費

損益計算書への
影響額

繰延資産
償却額

http://www.lifenet-seimei.co.jp/
http://www.lifenet-seimei.co.jp/
http://ir.lifenet-seimei.co.jp/







































